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Abstract

lt was investigated in two species of dandelion. Taraxacum japonicum and T. officinale, how the

elongatoin of scapes (flowering stalks) was correlated with the growth of fruits, seeds and

embryos. The effect of some growth substances on the elongation of scapes was also studied by

measuring the growth rate of excised segments in the solutions including various combinations of

those substances.

1) The elongation of scapes shows a double-sigmoid curve and is somewhat different be-

tween two species. The early rapid elongation of scapes continues until the end of the flowering

stage in T. japonicum, while it stops one day after flowering in T. officinale. The later rapid

elongation starts just at begining of the ascending stage in the former species but during the

prostrating stage in the latter.

2) The elongation of scapes is apparently correlated with the growth of embryos; the elonga-

tion of scapes is suspended during the rapid growth of embryos and recovered at the stage when

the embryo reaches approximately 80% of full size (length).

3) The fruits grow in accordance with the enlargement of embryos in T. japonicum, while

they grow almost to full size before the embryo begings a rapid growth in T. officinale. This

seems to be corre一ated with the difference of reproduction; usual sexual reproduction in the for-

mer and asexual reproduction (apomixis) in the latter.

4) The solution including only auxin or gibberellin promotes the elongation of excised seg-

merits of the scapes in the budding and prostrating stages, while the solution including both au-

xin and gibberellin does in the later stage of flowering, This suggests the elongation is affected

by the physiological age (length) of epidermal cells of scapes as well as by the amount of inter-

nalauxin.
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は　じ　め　に

被子植物の花にはさまざまな運動を示すものが多い.その一つに花柄や花茎の運動がある.例

えば,ヒナゲシの膏は幼時直立しているが,その後花柄の上部が湾曲するため,下垂し,開花前

になると再び直立する.タンポポの花茎は開花が終わると基部から倒れて,種子の散布前に再び

立ち上がる.これらの花柄や花茎の運動の生理に関して多くの報告がある.例えば, Katunskij

(1936)はPapaver, Crepis, Tussilagoの花柄と花茎の下垂運動は成長運動でなく花で作られる過

剰なオーキシンによって花柄や花茎の可塑性が増すことによって生じると報告している. Chao

(1947)はタンポポの花茎の細胞の伸長成長は伸長成長する細胞で作られるホルモンによるか,

他の部分から送られてくるホルモンのいずれかによるものであるだろうと推察した.最近になっ

てKohji (1979, 1981, 1982)はヒナゲシの花柄の運動の機構について詳細な研究を行った.そ

の報告によると,花柄は属地反応で下垂するのでなく,膏の重さがひき金になって下垂する.ま

た,花柄が立ち上がるのは菅から送られてくるオーキシンの減少によるものであるとしている.

タンポポの花茎の運動については知られているが,その機構について詳細な研究は殆どない.

本研究はセイヨウタンポポとカンサイタンポポの花茎の運動の機構を明らかにする観点から先

ず,花茎の伸長と,月も　種子(旺珠)及び果実(子房)の発達との相互関係を調べるとともに,

併せて花茎の切片の植物ホルモンに対する反応を検討した.

材料と　方法

奈良教育大学構内に成育している在来種のカンサイタンポポ(Taraxacumjaponicum)と帰化

種のセイヨウタンポポ(T.officinale)を用いた.両種ともに成育期間を次の7段階に分け,次の

観察及び実験を行った(図1 ).

l

　

　

　

開

花

終

わ

り

助

3

　

　

　

開

花

中

7

-

　

開

花

前

ア
-
膏

階段長成1瑚

種
子
散
布

迫
立



タンポポの花茎の成長

1 )膏:頭花の膏が固く閉じていて外部から小花がみえない期間

2 )開花前:頭花の膏の先端が開き始めた状態の期間

3)開花:頭花の開き始めから,頭花が開閉運動を行う期間

4)開花終わり:頭花のしぼみ始めから,花茎が倒れるまでの期間

5)倒伏:花茎が倒れている期間

6 )直立:花茎が再び起き始め完全に立ち上がるまでの期間

7)種子(痩果)散布:花茎が直立してから,種子の離脱が始まるまでの期間

1)成長段階に要する目数

野外の同じような環境条件に成育している花茎が約1.5cmに伸びた膏段階のタンポポを20本ず

つ選んで,朝8時から夕方の6時まで2時間おきに成長状態を毎日記録した.同時に地表面の温

痩, 1日の日照時間,及び天気状態を記録した.この観察は4月7日～5月3日の期間に行った.

2)花茎の伸長

1)と同じようなタンポポを選び,種子が離脱し終わるまで毎日花茎の長さを測定した.

3)果実,種子,腫及び子房と冠毛の間の成長

各成長段階から15の頭花を採取し,頭花をばらばらにして1つの頭花から10個の′ト花を選んで

実体顕微鏡で観察した.

観察2), 3)はカンサイタン

ポポについては5-6月,セイヨ

ウタンポポについては4月-11月

に行った.

4 )各成長段階の花茎切片の糖

及びホルモンに対する反応

この実験はセイヨウタンポポを

用いて5月に行った.各成長段階

の花茎を採取し,花茎の上端部(頭

花の直下)から長さ1.5cmの切片

を5-10本ずつ作り,表1の水溶

液をペトリ皿に入れて,切片を浮

かべ,室温で3日間置いた. 3日

表1　溶液の組成

N A A p p m G A p p m K p p m 糖 g′l

VS V,V -K
- ～ - -

拷
- - - 2 0

N A A + 糖 0 . 1 - - 2 0

N A A + 糖 0 .5 A - 2 0

G A - 5 - -

G A + 糖
- 5 - 2 0

N A A + G A + 糖 0 .1 5 - 2 0

N A A + G A + 糖 0 .5 5 - 2 0

N A A + G A + K + 糖 0 .1 5 1 2 0

級,各水溶液中の切片の長さを測

定し,平均値を求め,蒸留水中のものを1としたときの相対値を求めた.室温は約20℃前後であっ

たー

5 ) (イ)花茎切片の伸長成長に及ぼす温度の影響

セイヨウタンポポの花茎の切片を蒸留水, 5p.p.mGA水溶液,及び5p.p.mGAと2%ショ糖

を含む水溶液に浮かべ, 10℃, 15℃, 25℃に設定した恒温器に3日間置いた.

(ロ)切断時の花茎の長さと切片の伸長成長との関係

倒伏段階の花茎の長さが10cm以上のものを選び,それぞれ,花茎の上端部から切片を作り,25℃

に3日間置いた.

6 )花茎の表皮細胞の長さ

両種の各成長段階の花茎を各々3本選び,花茎の長さが5cm内外のものは5等分,それ以上
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のものは10等分した.等分した部分の表皮をはぎ取って検鏡した.測定方法は長軸の方向に隣接

する30個の細胞を3列選び,細胆の-T均の長さを求めた・

7 )花茎の各部位の伸長

カンサイタンポポの頭花の曹段階の3.5cmの花茎を5等分し,サインペンで印をつけ,直立段

階まで各部位の伸長を測定した.

結　　　　　果

1)各成長段階に要する日数

花茎が1.5cmの菅から種子の離脱までの成育に要する日数は日のよく当たる場所では短く日蔭

では長いが,観察した材料(平均値)では,カンサイタンポポが約25日,セイヨウタンポポが24

日であった.表2は両種の成育日数を成長段階ごとに示したものである.

成長段階毎に日数を比較するとセイヨウタンポポはカンサイタンポポより膏から開花するまで

期間がほぼ2日長くかかり,立ち上がってから種子が離脱するまでの期間がほぼ1日長くかかる.

カンサイタンポポは膏段階から開花までの期間と花茎の倒伏の期間がセイヨウタンホポより長

い.特に倒伏の期間の違いは大きく,カンサイタンポポはセイヨウタンポポよりもほぼ4日長い.

表2　各成長段階に要する日数

苦　　開花前　開花中開花終わり　倒伏　直立始め　直立　種子散布

カ ン サ イ タ ン ポ ポ 1 .5 1 .9 2 .0 0 .5 10 .5 2 .4 2 .3 計 2 5 日

セ イ ヨ ウ タ ン ポ ポ ti .9 1 .5 1 .8 0 .7 6 .2 2 .0 2 .7 計 2 3 日

2)花茎の伸長

花茎の成長曲線は図2, 3に示した通り,両種ともに殆ど成長しない期間の前後に速く成長す

る期間のある二重S字型を示す.そのため成長の過程を大きく分けると, (1)初めの速い成長期,

(2)成長停止期, (3)終わりの速い成長期の3つの段階に分けられる.両種の花茎の成長を比べると

初めの速い成長期はカンサイタンポポでは膏段階から開花の終わりまでのほぼ9日間である.セ

イヨウタンポポにおいては膏から開花するまてよく伸長し,開花した翌日には伸長しなくなる.

要するに,図4,図5の各成長段階の増分量に示すように,カンサイタンポポではまだ伸長して

いる開花中の段階ではセイヨウタンポポは成長が停止することになる.成長が停止する期間はカ

ンサイタンポポでは長く,開花が終わって花茎が倒れてから再び立ち上がり始めるまでの12日間

である.一方,セイヨウタンポポではカンサイタンポポより1週間短く,開花の翌日から倒伏段

階の後半までの5日間である.花茎の成長終期の速い成長はカンサイタンポポでは立ち上がりの

始めから種子の離脱まで続く.セイヨウタンポポは倒伏の後半から成長が回復し始め,立ち上が

り始めると急激に成長する.花茎の長さは個体差がみられるが成長曲線は変わらない.カンサイ

タンポポに比べるとセイヨウタンポポは長くなり,平均で36cm,長いものでは46cmにもなる.

3)(イ)肝の成長

カンサイタンポポでは開花が終わった翌E]に初めて大きさ約140!ノの球状の柾が認められた.

肝は花茎の倒伏後ほぼ3日間ゆるやかに成長し,ハート型となる.この時の月引j:水分を多く含み

無色透明である. 3日目から5日までの2日間に肝は急激に成長する.この間に粧乳は族に吸収
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図2　カンサイタンポポの花茎,果実,種子,肝及び子房と冠毛の間の成長
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されてしまい月引ま魚雷型になる.その後,成長速度はゆるやかになり,花茎が再び立ち上がる頃

に距の大きさ(長さ)は完熟時の約90%に達する.この時期になると月引ま無色透明から乳白色に

変わる.更に距の周辺部から中心部に向かって茶色にかわり始める.その後,花茎が立ち上がり

種子が離れるまでゆるやかに成長しながら完熟する(図2 ).

セイヨウタンポポはカンサイタンポポより成長が早く,開花を始めた日に約105//の球状距が

詑められ,開花が終わった日には月引ますでにハート型に達している.その後,花茎の倒伏段階の

前半までゆるやかに成長を続け魚雷型になる.倒伏段階の後半になり,花茎が成長を回復し始め

る頃から月引ま急激に成長し,花茎が立ち上がる前に妊乳を吸収して,その大きさ(長さ)は約

2.27mmと完熟時の約80%に達する.魅が急激に成長し距乳が吸収される時期はカンサイタンポ

ポでは倒伏段階の中頃であるが,セイヨウタンポポでは後半の立ち上がる直前である(図2).
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図4　カンサイタンポポの花茎,果実,種子,旺及び子房と起毛の間の各成長段階の増分量
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(ロ)果実(子房)と種子(駐珠)の成長

果実と種子の成長曲線は両種ともS字型を示す(図2, 3).カンサイタンポポでは果実と種

子はともに開花翌日まで遅い成長を示すが,その後成長速度が徐々に速くなり,距がはじめて認

められる開花が終わった頃から急速に大きさを増す.花茎が倒れてほぼ3日間は月封土ゆるやかな

成長を示すが,果実と種子の成長速度は衰えない.距が急激に成長し旺乳が吸収されて,旺の成

長がゆるやかになると,果実と種子の成長もゆるやかになる.セイヨウタンポポの果実と種子の

成長は開花が終わった段階から倒伏1日目の2日間に急激に大きくなる.この時,種子はほぼ完

熟時の大きさの8閃`に達する.その後,種子の離脱までゆるやかな成長を続ける.両種の果実,
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図5　セイヨウタンポポの花茎,果実,種子,肝及び子房と冠毛の間の各成長段階の増分量
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種子の成長と腔の成長との関係には明瞭な相違が認められる.カンサイタンポポでは,膝が急速

な成長する時期と,果実と種子の成長時期とが同調する(凶4).一方,セイヨウタンポポでは,

果実と種子は肱の成長と関係なく柾の急速な成長が始まる前に殆ど成長を終えている(図5 ).

(ハ)子房と冠毛の間の成長

両種とも成長曲線はS字型を示す.両種のいずれも開花中から伸び始め,肺が急速に成長す

る時期と,子房と冠毛の間が急速に成長する時期とがl司調する(図4,　　花茎が再び立ち上

がる頃には長さは完熟時の95%にまで達している.

4 )各成長段階における花茎切片の糖および植物ホルモンに対する反応

図6に示すように,いずれの溶液においても蒸留水より伸長成長が促進される.各成長段階毎

に伸長成長をみると,膏段階と倒伏段階の花茎はいずれの溶液においてもよく伸長する.その中

でも特に魅の成長期に当たる倒伏段階において伸長が促進される.促進作用の低いのは開花前と

開花時,開花が終わった時及び直立時である.特に開花が終わった時と直立時には伸長は殆ど促

進されない.

各植物ホルモンに対する反応は以下の通りである.

ナフタリン酢酸に対する反応:ナフタリン酢酸と糖を含む溶液に対してどの段階の切片も僅か

に促進効果を示す.膏段階から開花前,開花【札　開花終わりと次第に伸長促進作用が低くなる.

開花終わりで最低となり,倒伏段階で再び促進作用を示し,直立段階では開花終わりと[司じよう

に最低になる.

ジベレリンに対する反応:ジベレリンと糖を含む溶液ではナフタレン酢酸よりも促進作用は大

きいが同じ傾向を示す.菅段階と開花前はどの溶液よりも伸長が促進される.菅段階から開花前,

開花中,開花終わりと促進作用が低くなり,倒伏段階ではナフタリン酢酸とジベレリンとを含む

溶液と同程度の促進作用を示す.直立段階ではナフタレン酢酸と同じように効果がない.糖を含

まないジベレリンのみの溶液では,開花段階でどの溶液よりも促進作用があるが,他の段階は糖

を含む溶液に比べるとかなり低い.

ナフタレン酢酸・ジベレリン及び糖を含む溶液

いずれの段階においてもナフタレン酢酸と糖とを含む溶液よりも伸長成長が促進される.特に

膏と開花終わり及び倒伏段階の切片はよく伸びる.特にジベレリンと糖を含む溶液及び,ナフタ

レン酢酸と糖を含む溶液で殆ど伸長が促進されない開花終わり段階において, 2つのホルモンを

加えることにより伸長が著しく促進される.

ナフタレン酢酸・ジベレリン・アミノプリン及び糖を含む溶液

いずれの段階においても,ナフタレン酢酸・ジベレリンの両方のホルモンを加えた溶液に似た

反応を示すが,倒伏段階では他の溶液より大きく伸長成長を促進する.

5)刷　花茎切片の伸長成長に及ぼす温度

表3に示すように,温度が上がるにつれrC伸長が大きくなる.特に15℃と20℃で,どの溶液に

おいても切片の伸長は大きくなり,明らかに花茎の伸長と温度との間には正の相関関係がある.

(D)切断時の花茎の全長と花茎の切片の伸長との関係

表4に示した通り,倒伏段階における切断時の花茎の全長の大きさは花茎切片の伸長に関係し

ない.

6 )花茎の表皮細胞の長さ

両種ともに,直立段階を除く他の成長段階においては,細胞の長さは花茎の上端部がもっとも
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図6　各成長段階の花茎切片の糖及びホルモンに対する反応
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タンポポの花茎の成長

表3　温度と花茎切片の伸びとの関係(単位."cm)

蒸留 水 G A o p p m G A 5 p p m + 2 % 糖

10 ℃ 十 0 .4 8 + 0 .9 6 十 0 .9 6

15℃ + 0 .5 + 1 .0 4 + 1 .0 5

ヱo r 十 1 .0 6 + 1 .5 2 十 1 .3

表4　切断時の花茎の長さと花茎切片の伸びとの関係(単位:cm)

切 断 時 の 花 茎 の 長 さ l l .0 l l .3 1 2 .0 14 .8 1 5 .0 1 8 .8 2 7 .7

伸 び た 長 さ 2 .3 2 .2 1 .5 1 .7 2 .1 2 .0 2 .0

ー
頭
花
直
下

2

BWt

5
　
花
茎
の
基
部

花茎の各成長段階における各部位の伸長

17

小さく花茎の中間部に向かって次第に大

きくなる.花茎の中間部から花茎の基部

に向かってふたたひ小さくなるという傾

向を示す.直立段階では他の成長段階と

同じような傾向を示すものの,その長さ

の差は小さく,花茎全体の細胞の長さほ

ほほ等しくなる.花茎の上端部の細胞の

長さを各成長段階で比べると曹段階と倒

伏段階はほぼ等しく,どの段階よりも小

さい.また開花前と開花中はほぼ等しい

長さで膏段階より僅かに長い.開花終わ

りに更に長くなり,直立段階の細胞は

もっとも長く膏段階の2倍近い大きさに

/サJ

7)花茎の各部の伸長

カンサイタンポポの花茎は図7に示す

ように,殆ど伸長しない期間を除いてど

の段階においても花茎の上端部の伸長が

著しく,花茎の基部に向かうにしたがっ

て伸長が減少する.花茎の上端部は特に

直立段階(この段階で花茎のほぼ40%伸

長)でもっともよく伸びる.花茎の基部

は直立段階では全く伸長しない.
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考　　　　　察

両種とも花茎の成長は殆ど伸長成長をしない期間の前後に速く成長する期間がある二重S字

型の曲線を示す.この殆ど成長しない期間は,カンサイタンポポでは開花が終わって花茎が倒れ

ると同時に始まり直立を始めるまでの長い間続く.一方,セイヨウタンポポは開花の翌日から倒

伏段階の後半までと,カンサイタンポポより一週間短い.この期間は両種ともに子房と冠毛の間

の部分,果実,種子及び肱等の成長期に相当し,月引ま完熟時の約80%の成長を終える. Sachs(1968)

はガーベラにおいて頭花を切除すると花茎の伸長は停止するが、インドール酢酸もしくはジベレ

リンを頭花の代わりに与えると少し回復すると指摘している.また,インドール酢酸とジベレリ

ンを一緒に与えると正常のものに近い伸長成長を行うことを観察し,このことから彼は花茎の伸

長は頭花の存在に依存していると報告している.また, HanksandRees (1977)は,チューリッ

プの花を除去する実験に基づき,花柄の伸長は雌蕊で作られるオーキシンによってコントロール

されていることを認めている.また, Katunskij (1936)によれば,ヒナゲシ及びフキタンポポ

では,粧珠のオーキシン量と花茎の伸長には正の相関があり,花茎の成長が停止する時期にはもっ

ともオーキシンのレベルが低い_　本実験結果では,花茎が伸長を停止する段階は果実,種子及び

距の成長期に相当することから判断して,タンポポにおいても頭花から送られてくる物質が花茎

の伸長成長の重要な役割を持っていると推定できる.

果実の成長は種子により供給されるホルモンに依存していることは,いろいろな植物で報告さ

れている(Nitsch, 1950. Wright, 1956. EeuwensandSchwabe1975).カンサイタンポポでは

果実の成長は,開花後,肱が急成長するのと同調して成長するが,セイヨウタンポポでは果実の

成長は隆の成長と関係なく,距が急成長する前に成長を終えることが認められた.これは,

EeuwensandSchwabeの結果と同じで,カンサイタンポポは被子植物に一般的な受精による有性

生殖であり,セイヨウタンポポは無配生殖であるという生殖の違いによるものと思われる.

各成長段階にある花茎の切片の植物ホルモンに対する反応を調べてみると,ジベレリンは,普

段階の若い花茎の切片に対してもっとも伸長成長を促進する.これに対して,同段階におけるナ

フタレン酢酸の効果は低い.成長段階が開花前,開花,開花終わりと進むに従ってジベレリンの

促進作用は次第に低下して,倒伏段階になると再び伸長が促進される.ナフタレン酢酸において

もジベレリンよりも反応は小さいが同じ傾向を示し,開花前,開花中,開花終わりと成長段階が

進むと反応が小さくなり,倒伏段階で再び促進される.直立段階になると開花終わりと同じよう

に両方のホルモンに反応を示さない.コムギ幼葉鞘の切片のホルモンに対する反応を研究した

Wright (1961)によれば,幼菓鞠が非常に若いときにはジベレリンがもっとも伸長成長を促進

するが,インドール酢酸はこの若い段階に対して効果がない.しかし,成長段階が進むとジベレ

リンの促進作用は次第に低下し,オーキシンが促進的になる.また,黄化エンドウの上肢軸の切

片のホルモンに対する反応を研究したPurvesand Hillman(1958)によると,若い切片はインドー

ル酢酸よりジベレリンによく反応して成長するが,成長段階が進むとジベレリンよりオーキシン

によってよく伸長する.したがって,コムギ幼葉鞘,黄化エンドウともに若い細胞がジベレリン

によって伸長するのは細胞内にオーキシンが十分存在しているが,ジベレリンのレベルが低いた

めであり,段階が進むとオーキシンのレベルが低下し,ジベレリンのレベルが上昇するからだと

推定している.
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Chao (1947)はセイヨウタンポポの菅段階の花茎に1cmの間隔で印をつけ,各成長段階の花

茎の伸長量と表皮細胞の長さを測定した.それによると,菅段階から開花するまでの期間に,花

茎の上端部の細胞は分裂と同時に伸長するので花茎全体の長さは約2倍になるが,個々の細胞の

長さはどの段階のものより小さい.開花段階は細胞の長さが膏の段階の2倍近く伸長するために,

花茎が伸長する.花茎の伸長が停止する段階(開花終わりから倒伏段階)において,細胞はそれ

ぞれ1回分裂して長さが前の段階の半分になる.花茎が伸長成長を回復し急成長する段階(総包

の間から痩巣が見え始めた時)には細胞分裂は殆ど起こらず,細胞の伸長成長により花茎が伸び

ると報告している.本実験の各段階の花茎上端部の細胞の長さの変化はChaoの結果と一致する.

すなわち,菅段階の細胞は小さく,開花前,開花中,開花終わりと段階と進むと次第に大きくな

る.倒伏段階で再び小さくなり,直立段階で細胞が伸長してもっとも大きくなる.ジベレリンに

対する反応は切片の生理的年齢,体内オーキシンの残量等により異なる(増田等1971;こと,ま

た,コムギ幼菓鞠,黄化エンドウ上旺軸の切片に対する反応等から,明らかに花茎切片のジベレ

リンに対する反応は細胞の長さに関係しているように思われる.すなわち,菅と倒伏段階の若い

(小さい)細胞はよく伸長するが,開花終わりと直立段階の老化した(大きい)細胞は殆ど反応

を示さない.ナフタレン酢酸においてもジベレリンの場合と同様に膏段階と倒伏段階の切片が他

の段階のものに比べると伸長が促進された.ナフタレン酢酸に対する反応もジベレリンの場合と

同様に細胞の生理的年齢によってオーキシンに対する反応性が異なり,老化すると伸長しなくな

る(増田等1971)とすることから,膏と倒伏段階の細胞は丁度オーキシンに反応する齢に達して

いるために伸長が促進され,開花終わり段階の細胞は老化しているために伸長しないと推定され

る.

摘　　　　　要

2種のタンポポ(カンサイタンポポとセイヨウタンポポ)の花茎の成長と,距,種子及び果実

の発達との相互関係を調べるとともに,併せて花茎の切片の植物ホルモンに対する反応を検討し
t-.

1)花茎の成長曲線は両種とも二重S字型を示す.花茎の始めの伸長期は,カンサイタンポ

ポでは膏段階から開花が終わるまで続くが,セイヨウタンポポでは開花の翌日で停止する.終わ

りの伸長期は,カンサイタンポポでは花茎が立ち上がりを始めてから起こるが,セイヨウタンポ

ポでは倒伏の後半から起こる.花茎の伸長停_山まカンサイタンポポでは開花が終わってから再び

立ち上がりを始めるまでの長期間続く.一方,セイヨウタンポポでは開花の翌日から倒伏段階の

後半までと短い.この伸長停止はちょうど距が急成長を始める時期に当たり,距が完熟時の長さ

の約80%成長を完了するまで回復しない.このことから花茎の成長は腔の成長と密接な相関関係

にあることが推察できる.

2)カンサイタンポポでは果実の成長は距の成長と同調し,セイヨウタンポポでは果実の成長

は姓の成長と関係なく腔の急成長が始まるまでに殆どの成長を終える.この違いは明らかにカン

サイタンポポは通常の有性生殖でセイヨウタンポポは無配生殖であるという生殖の違いに基づい

ていると推測される.

3)ジベレリンあるいはオーキシンのみを含む溶液は膏,倒伏段階の切片の伸長を促進し,ジ

ベレリンとオーキシンの両方を含む溶液は開花終わり段階の切片の伸長を促進する.この花茎切
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片のホルモンに対する反応は,細胞の生理的年齢(長さ)と体内オーキシンの残量等によって異

なるものと推測される.

本研究を遂行するにあたり,御協力いただいた専攻学生に深く感謝します.
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